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農　業　経　営　改　善　計　画

  農業経営基盤強化促進法（昭和５５年法律第６５号）第１２条第１項の規定に基づき、次の農業経営改善計画の認定を申請します。

関東農政局長  殿

農林水産大臣  殿

□稲作 □麦類作 □雑穀・いも類・豆類 □工芸農作物 □露地野菜
■複合経営

□稲作 □麦類作 □雑穀・いも類・豆類 □工芸農作物 □露地野菜
■複合経営

□施設野菜 □果樹類 □花き・花木　□その他の作物（　　　） □施設野菜 □果樹類 □花き・花木　□その他の作物（　　　　）

①　農業経営体の営農活動の現状及び目標

（１）営農類型

現　　　状 目標（令和13年）

（２）農業経営の現状及びその改善に関する目標

現状

主たる従事者１人
当たりの年間所得

252万円 308万円
主たる従事者１人

当たりの年間労働時間
2,400時間 2,000時間

□酪  農 □肉用牛 □養  豚 □養  鶏 □養　蚕 □その他の畜産（　　　　　） □酪  農 □肉用牛 □養  豚 □養  鶏 □養　蚕 □その他の畜産（　　　　　）

5,600時間 5,600時間

目標（令和13年） 現状 目標（令和13年）

主たる従
事者の人

数
1人

（１）生産

作目・部門名
（耕　　種）

現      状 目標（　　年）

作目・部門名
（畜　　産）

現      状 目標（　　年）

（２）農畜産物の加工・販売その他の
　関連・附帯事業（売上げ）

作付面積
(a)

生産量
作付面積

(a)
生産量 飼養頭数

（頭、羽）
生産量 飼養頭数

（頭、羽）
生産量

事  業  内　容 現    状 目   標（    年）

万円 万円

万円 万円

万円 万円

万円 万円

令和

②  農業経営の規模拡大に関する現状及び目標

年間所得 252万円 308万円 年間労働時間

当該申請書における主たる従事者とは、農業経営に

おいて主体的な役割を担う者で，家族経営の場合は

世帯主（経営主、代表者）とし，記入をお願いしま

す。

裏面にある「（１）構成員・役員」内にある年間農

業従事時間を合計した数値の記入をお願いします。

（注）１日を８時間とし計算。

別紙のとおり 別紙のとおり

別紙（作付品目）の合計金額より経費を除いた金

額の記入をお願いします。

（注）（合計金額×0.6～0.7）が年間所得金額と

して記入する方が多いです。



畑

0 人 0 人

0 人 2 人

0 人 40 人

70 男 〇 〇

65 女

35 男

35 女

2,400

調布花子

調布一郎

妻

長男

全般

出荷準備

全般

2,400

1,600

1,600

調布桜子 長男妻 出荷準備 出荷準備0 800

東京都 調布市 45 45 パイプハウス 東京都 調布市 3

ア　農用地 イ　農業生産施設

区   分

所在地
地
目

現　状
(a)

目標
（令和13年）

(a)
種　別

（３）農用地及び農業生産施設

出荷準備

全般

2,000

1,200

所在地 規　　模

（１）構成員・役員 （２）雇  用  者

見通し（令和13年） 常時雇（年間） 実 人 数

⑤　農業従事の態様の改善に関する現状と目標・措置 ⑥　その他の農業経営の改善に関する現状と目標・措置

（参考）経営の構成

【現状】繁忙期の人手が不足している。
【目標】繁忙期の人手を確保する。休日を確保する。
【その掲げた目標を達成するための解決策】援農ボランティアを活用する。ま
た，子育てがひと段落したため，長男妻に出荷準備作業を担当してもらう。

【現状】直売所への出荷が中心だが、他の生産者と競合している。
【目標】販路の拡大。
【その掲げた目標を達成するための解決策】単価の良いスーパーや学校給食へ出荷
する。

【現状】自身が売上や経費をノートに記帳している。
【目標】長男がパソコンで記帳、決算書作成を行い、経営分析に活用する。
【その掲げた目標を達成するための解決策】簿記研修会に参加、会計ソフトを導入
する。

【現状】トマトを売上の中心とし，メジャーな野菜を少量多品目で生産してい
る。
【目標】作付を増やし，収益の向上とともに，良品率の向上を図る。
【その掲げた目標を達成するための解決策】トラクターを導入し，作業の効率
化を図る。また，適切な防除を行う。

氏    名
(法人経営にあっては役員

の氏名）

年
齢

所有地

借入地

その他

経 営 面 積 合 計 経 営 面 積 合 計

③　生産方式の合理化に関する現状と目標・措置 ④　経営管理の合理化に関する現状と目標・措置

都道府県名 市町村名 都道府県名 市町村名
現　状 目標（令和13年）

棟 ㎡ 棟 ㎡
440

45 45 3 440 3 440

現    状

調布太郎 （代表者）

現状 見通し

担当
業務

主たる
従事者

年間農業
従事時間

担当
業務

主たる
従事者

年間農業
従事時間 臨時雇（年間）

実 人 数

全般

現状 見通し

延べ人数 現状 見通し

3 440

性
別

代表者との
続柄(法人経
営にあって
は役職)

1人工あたり８時間で計算

１日あたり８時間で計算 例：2人を1日4時間で40日雇用した場合

実人数２人

延べ人数（2人×4時間×40日）÷8時間（1人

工）＝40人となります。

援農ボランティアを活用中，活用予

定の方もこちらに人数をお書きくだ

さい。



（別紙）生産方式の合理化に係る農業用機械等の取得計画

備考

　「農業用機械等の名称」欄には、生産方式の合理化のために、取得する予定の農業用の機械及び装置、器具及び備品、

建物及びその附属設備、構築物並びにソフトウェア等を記載する。

（②「（３）農用地及び農業生産施設」に記載しているものは記載不要。）

農業用機械等の名称 数量


